
部　局 豊中市選挙管理委員会事務局 補　職 局長 氏　名 選挙管理委員会事務局長

１．部局の使命

２．使命を遂行するための取り組み方針と、それに基づく取組みの総括 方針取組みの総括

方針 取組みの総括

(2019年度) 部局マネジメントシート

〇当事務局は、選挙管理委員会の職務の執行を補助することを任務とし 〇4月7日の大阪府知事選挙、大阪府議会議員選挙、4月21日の豊中市議会議
ていることから、事務局の運営にあたっては適正に選挙を執行し、投票 員選挙、7月21日の参議院選挙を適正に執行しました。 
しやすい環境づくり、必要な人づくり・組織づくりに努めていきます。 〇明るい選挙推進協議会と連携し、新成人への啓発として、成人式記念行事 

2019年度

選挙は、有権者が政治に参加する最も重要かつ基本的な機会であり、積極的な投票参加は民主政治の健全な発展のために欠かすことのできないものと
認識し、法令に基づき、選挙事務の管理執行を適正に行い、更に、投票しやすい環境づくりや政治意識の向上に努め、有権者の意思が的確に反映され
る社会の実現に貢献する。

〇明るく正しい選挙の実現のため、選挙時はもとより、平常時からあら
ゆる機会をとらえて、市民の政治に参加する大切な機会である選挙の大
切さについて周知し、公正な選挙に対する意識の高揚や投票行動の喚起
を図っていきます。

や泉丘校区「若人のつどい」への参加、地域での啓発として、公民分館など
が主催する文化祭やイベントの参加により、選挙時における投票の呼びかけ
を行いました。また、大阪大学との連携により、社会科（公民科）の教員免
許取得を目指す学生カリキュラムに協力し、出前授業を行いました。
〇前年度に引き続き、事務局職員の事務執行能力の向上のため、各種選挙事
務にかかる研究会や研修に参加しました。



３．当年度目標と目標設定に対する振り返り等 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

1

大阪府知事選挙及び大阪府議会議員選挙の執行

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

0

〇大阪府知事選挙は、3月21日告示
（立候補届出）、3月22日～4月6日
に期日前投票、7日に投開票を行い
ました。
・投票率
前回　43.19％(H27.11.22)
今回　49.56％(H31.4.7)

〇大阪府議会議員選挙は、3月29日
告示（立候補届出）、3月30日～4月
6日に期日前投票、7日に投開票を行
いました。
・投票率
前回　42.50％(H27.4.12)
今回　49.38％(H31.4.7)

〇投開票作業をミスなく、より迅速
に行うよう引き続き取り組みます。
〇引き続き、他部局や民間団体と連
携して投票率向上に取り組みます。
〇知事選挙は、選挙期間が参議院議
員選挙と同じく最も長期に及ぶため 
、事務局職員の時間外勤務時間が膨
大となりました。今後は、担当業務
の抜本的な見直しや、応援体制の再
構築を行い、勤務環境の改善に取り
組みます。

〇4月7日の大阪府知事選挙及び大阪府議会議員選挙の執行に向けて、万
全の態勢で選挙を迎え、瑕疵(かし)のない選挙をめざします。
　＊大阪府知事
　　3/21　立候補受付
　　3/22～4/6　期日前投票
　　4/7　投票
　＊大阪府議会議員
　　3/29　立候補受付
　　3/30～4/6　期日前投票
　　4/7　投票・開票



No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

2

豊中市議会議員選挙の執行

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

0

〇豊中市議会議員選挙は、2月8日に
立候補予定者説明会、3月12日・13
日・23日・24日に立候補届出書類の
事前審査、4月14日告示（立候補届
出）、15日～20日に期日前投票、21
日に投開票を行いました。
・投票率
前回　41.59％(H27.4.26)
今回　41.45％(H31.4.21)

〇投開票作業をミスなく、より迅速
に行うよう引き続き取り組みます。
〇引き続き、他部局や民間団体と連
携して投票率向上に取り組みます。
〇知事・府議選挙に引き続いての執
行のため、事務局職員の時間外勤務
時間が膨大となりました。今後は、
担当業務の抜本的な見直しや、応援
体制の再構築を行い、勤務環境の改
善に取り組みます。

〇4月21日の豊中市議会議員選挙の執行に向けて、万全の態勢で選挙を迎
え、瑕疵(かし)のない選挙をめざします。
　＊豊中市議会議員
　　4/14　立候補受付
　　4/15～4/20　期日前投票
　　4/21　投票・開票



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

3

参議院議員選挙の執行

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

0 　　　

〇参議院議員選挙は、7月4日告示（
立候補届出）、5日～20日に期日前
投票、21日に投開票を行いました。
〇応援体制の見直し、応援職員を含
めた朝・夕当番のシフト制の構築、
投票所の部局制の実施により、時間
外勤務時間の大幅な削減ができまし
た。
・投票率
　前回（選挙区）54.52％
　　　（比例区）54.51％
　　　　　　　(H28.7.10)　　
　今回（選挙区） 50.39％
　　　（比例区） 50.38％
　　　　　　　(R1.7.21)

〇投開票作業をミスなく、より迅速
に行うよう引き続き取り組みます。
〇引き続き、他部局や民間団体と連
携して投票率向上に取り組みます。
〇応援体制や、開票事務の執行体制
のさらなる改善を行い業務改善に取
り組みます。

〇参議院議員通常選挙（7月28日任期満了）の執行に向けて、万全の態勢
で選挙を迎え、瑕疵(かし)のない選挙をめざします。
　＊参議院
　　期日前投票（16日間）



No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

4

選挙啓発の若年層への重点的な取り組み

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

〇豊中市長選挙後、18歳になった新
有権者に、メッセージカードと新有
権者向けパンフレットを送付しまし
た。

〇引き続き、全体の投票率の向上を
めざして取組みを進めるとともに、
特に新たに有権者となる若者の投票
率向上をめざして、他部局や民間団
体等と連携して取り組みます。
〇大阪大学との連携をさらに深め、
若者の投票率の向上や主権者教育の
推進に取り組みます。

〇若年層への啓発に重点的に取り組むことで、中長期的な投票率向上を
めざします。
　＊新有権者を対象に、メッセージカード等の送付
　＊イベントの開催：11月
〇明るい選挙推進協議会や他の民間団体等と連携し、中長期的な投票率
向上をめざします。
　＊若者向け選挙啓発事業「選挙はじめまして」を実施

〇「選挙はじめまして」として、投
票箱の貸出しのほか、大阪大学が実
施する教員免許取得をめざす学生カ
リキュラムに協力し、出前授業を行
いました。
（のべ10校・4,828人）



 

No
当年度目標（当初設定） 実績

取組み事項及びその内容・スケジュール 取組みを行った内容・成果 課題・今後の方向性

5

業務改善の推進・検討

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

〇大阪北部ブロック（4回）、大阪
府都市連合会（4回）、近畿都市連
合会（3回）の事務研究会等へ職員
派遣を行いました。
〇投票所総務係を対象に体験研修を
行い、投票所と開票所間における書
類の改善を行いました。
〇7月21日執行の参議院議員選挙に
おける、選挙事務全般に関する状況
調査を行い、選挙事務の見直しの検
討を行いました。
（中核市 25市、近隣市他 7市）

〇事務研究会や研修に参加し、職員
のスキルアップを引き続き図るとと
もに、事務局職員全体で事務改善を
進めます。
〇引き続き、先進団体の調査研究を
行い、業務改善を進めます。

〇職員のスキルアップ、知識・ノウハウの継承を図ります。
〇事務研究会（近畿・府都市選挙管理委員会連合会、府北部ブロック選
挙管理委員会協議会）や総務省職員が講師を務める研修などに参加する
とともに、事務局全体で事例研究を行います。
〇選挙ごとに振り返りを行い、事務改善を計画的に取り組みます。
〇先進都市の調査・研究を行います。
　＊他市調査
　　9月～12月



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

1

選挙時体制の整備

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

 

2

市民との協働による選挙啓発の充実
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

 
 基本政策

 51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

 

４．中期目標（概ね今後4年間）

＊衆議院総選挙
平成33年度（2021年度）10月21日任期満了
＊豊中市長選挙
平成34年度（2022年度）5月14日任期満了
＊参議院選挙
平成34年度（2022年度）7月25日任期満了

〇万全な選挙の管理執行体制の構築をめざして、選挙の本部体制や事務執行
体制の見直しを行います。
〇選挙時における候補者や市民からの質問、相談に即座に瑕疵（かし）なく
回答できるよう、調査・研究を行います。

＊若年層の選挙啓発
平成32年度（2020年度）
　若者の主催する啓発団体との、イベントの協働開催

〇明るい選挙推進協議会や他の民間団体等とともに選挙啓発の推進を行い、
市民の政治意識の向上を図ります。特に、若年層や子育て世代を意識した啓
発に取り組みます。



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

3

選挙の執行に係る知識・技術の蓄積・継承

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

 

4

開票事務の迅速化
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 総合計画
 5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

 
 基本政策

 51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

 

＊事務研究会
平成32年度（2020年度）
　近畿・府都市選挙管理委員会連合会、府北部ブロック選挙管理委
員会協議会への参加

〇事務局職員の関係法令、制度に対する習熟度の向上と事務執行能力の向上
をめざします。
〇選挙ごとの振り返りを行うことで事務改善を図り、組織として業務に取り
組むことの大切さや時間（期間）の意識の醸成など、ＯＪＴによる人材育成
を行います。

＊システムの導入
平成31年度（2019年度）
　システムの導入検討
平成32年度（2020年度）
　システム導入

〇開票事務を迅速に行えるよう、新たな開票システムの導入の検討を行いま
す。



No 取組み事項及び取組みにあたっての課題・めざす成果など スケジュール（工程）

5

事務効率化
〇業務効率を上げ、時間外の削減に取り組みます。

総合計画
5-2-① 公正で効果的・効率的な市政運営を進めます。

基本政策

51 行財政改革の推進（公民連携セクションの設置、働き方見直しの推進など）

＊マニュアルの作成
平成32年度（2020年度）
　選挙事務におけるミス防止のためのチェックリストの作成
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